
校舎配置図（今福小） 運動場

運動場用地 3,540㎡

校舎敷地 5,073㎡

普通教室 12室
特別支援教室 6室

R4年度使用（130人）
普通教室 6学級
特別支援教室 5学級
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校舎配置図（放出小） 運動場

運動場用地4,730+（第2）3,839=8,569㎡

校舎敷地 3,498㎡

普通教室 20室
特別支援教室 7室

R4年度使用（児童数596人）
普通教室 18室
特別支援教室 7室

【今福小＋放出小 児童数・学級数】
R8 22学級・687人
R9 21学級・657人
R10 21学級・643人

◆校舎整備案◆
現校舎で不足する教室への対応
（改造または増築）
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校舎整備の方向性（案）

工事内容 （A）改造の場合 （B）増築の場合

教室数 現行のまま
（現行の余裕教室を活用）

不足分を増築
（2～3教室程度の想定。運動場用地活用）

レイアウト変更 校舎建替工事を伴わない範囲内で可能
（エアコン等の設備の設置含む）

原則として、工事（エアコン等の設備の設置
含む）を伴わない範囲に限る

工事期間 おおむね設計1年、工事2年 おおむね設計2年、工事2年

工事費用 Bよりも安価（数千万円） 数億円 ※4階建てで7～8億

課題 運用上の余裕教室が少なくなり、教育活動の
幅が狭まる。

工期が長く、教育活動に影響
工期中は運動場の使用可能部分がかなり狭く
なる（およそ2/3）
増築後校舎の位置が運動場部分に突き出し、
やや狭くなる。
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今後のスケジュール
～今福小学校・放出小学校の再編整備～

R5

学校再編整備
計画案の作成

学校再編整備
計画案の上程

教育委員会で
の審議・議決

学校再編整備
計画策定公表

R5～R9

学校適正配置検
討委員会設置

跡地活用、校名・
標準服等検討 R6.4～実施設計

R7.8～工事

R9.4（または R10.4）

開 校

住民説明会
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